
鈴鹿工業高等専門学校 生物応用化学科 開講年度 平成24年度 (2012年度)
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担当教
員

履修上
の区分

一
般

選
択 英語ⅤＡ－１ 0001 履修単

位 1 2
Lawso
n
Micha
el

一
般

選
択 英語ⅤＢ－１ 0002 履修単

位 1 2 松尾 江
津子

一
般

選
択 英語ⅤＣ－１ 0003 履修単

位 1 2 長井 み
ゆき

一
般

選
択 英語ⅤＡ－２ 0004 履修単

位 1 2
Lawso
n
Micha
el

一
般

選
択 英語ⅤＢ－２ 0005 履修単

位 1 2 松尾 江
津子

一
般

選
択 英語ⅤＣ－２ 0006 履修単

位 1 2 長井 み
ゆき

一
般

選
択 実用英語 0007 履修単

位 1 2
Lawso
n
Micha
el

一
般

選
択 社会学Ⅰ 0008 履修単

位 1 2 竹野 富
之

一
般

選
択 中国語Ⅰ 0009 履修単

位 1 2
川西 笑
華,孫
婉芬

一
般

選
択 社会学Ⅱ 0010 履修単

位 1 2 前島 訓
子

一
般

選
択 中国語Ⅱ 0011 履修単

位 1 2
川西 笑
華,孫
婉芬

一
般

選
択 海外語学実習 0012 履修単

位 1 1 1 全学科
全教員

専
門

必
修 有機工業化学 0013 学修単

位 2 2 長原 滋

専
門

必
修 化学設計製図 0014 学修単

位 2 2 澤田 善
秋

専
門

必
修 環境工学 0015 履修単

位 2 2 2 甲斐 穂
高

専
門

必
修 化学工学Ⅲ 0016 履修単

位 1 2 田中 孝
徳

専
門

必
修 界面化学 0017 履修単

位 1 2 高倉 克
人

専
門

必
修 卒業研究 0018 履修単

位 10 10 10
生物応
用化学
科 全教
員

専
門

コ
ー
ス
必
修

化学工学Ⅱ 0019 履修単
位 1 2 澤田 善

秋

専
門

コ
ー
ス
必
修

応用化学コース実験 0020 履修単
位 3 6 澤田 善

秋

専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

機能材料工学 0021 履修単
位 1 2 淀谷 真

也

専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

無機工業化学 0022 学修単
位 2 2 下野 晃



専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

電気化学 0023 履修単
位 1 2 平井 信

充

専
門

コ
ー
ス
必
修

生物化学工学 0024 履修単
位 1 2 小川 亜

希子

専
門

コ
ー
ス
必
修

生体化学コース実験 0025 履修単
位 3 6 山口 雅

裕

専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

タンパク質化学 0026 履修単
位 2 2 2 生貝 初

専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

遺伝子工学 0027 履修単
位 1 2 山口 雅

裕

専
門

コ
ー
ス
選
択
必
修

生体材料工学 0028 履修単
位 1 2 生貝 初

専
門

選
択 応用数学Ⅱ 0029 履修単

位 1 2 島田 佑
一

専
門

選
択 生物情報工学 0030 履修単

位 1 2 小川 亜
希子

専
門

選
択 基礎組込みシステム 0031 学修単

位 2 2 伊藤 明

専
門

選
択 基礎メカトロニクス 0032 学修単

位 2 2
白井 達
也,打
田 正樹

専
門

選
択 創造工学演習 0033 履修単

位 1 1 1

創造活
動プロ
ジェク
ト 担当
教員

専
門

選
択 インターンシップ 0034 履修単

位 1 1 1 各学年
担任



鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 化学工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 専門 / コース必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生物応用化学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 <教科書>　疋田春夫著「改訂新版　化学工学通論Ⅰ」朝倉書店，藤田重文著「化学工学演習　第２版」東京化学同人
<参考書>　藤田重文著「化学工学Ⅰ」岩波書店

担当教員 澤田 善秋
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要
授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 気液平衡関係，Fickの法則 気液平衡関係，Fickの法則について説明できる

2週 固定座標に対する拡散流束，運動量・熱・物質移動の
類似性

固定座標に対する拡散流束，運動量・熱・物質移動の
類似性について説明できる

3週 二重境膜説，吸収速度 二重境膜説，吸収速度について説明できる

4週 吸収装置の種類，フラッディング・ロ－ディング速度 吸収装置の種類，フラッディング・ロ－ディング速度
について説明できる

5週 吸収塔の物質収支，操作線，最小液流量 吸収塔の物質収支，操作線，最小液流量について説明
できる

6週 容量係数，移動単位数，H.T.U. 容量係数，移動単位数，H.T.U.について説明できる

7週 吸収塔の高さの算出，タイライン法による界面組成決
定

吸収塔の高さの算出，タイライン法による界面組成決
定について説明ができる

8週 中間試験

4thQ

9週 中間試験の返却・解説
三角座標，3成分系の溶解度曲線，タイライン

三角座標，3成分系の溶解度曲線，タイラインについて
説明できる

10週 分配曲線，液液抽出装置 分配曲線，液液抽出装置について説明できる

11週 液液並流多段抽出の理論段数，抽出率 液液並流多段抽出の理論段数，抽出率について説明で
きる

12週 液液向流多段抽出の理論段数，抽出率 液液向流多段抽出の理論段数，抽出率について説明で
きる

13週 固液抽出装置，多回抽出操作の抽出率・段数の算出法 固液抽出装置，多回抽出操作の抽出率・段数の算出法
について説明できる

14週 精密濾過膜，限外濾過膜，ナノ濾過膜，逆浸透膜 精密濾過膜，限外濾過膜，ナノ濾過膜，逆浸透膜につ
いて説明できる

15週 ガス分離膜，透過流束 ガス分離膜，透過流束について説明できる
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 レポート 小テスト 平常点 その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


